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あらまし：本研究では，英語の発音を運動技能と捉え，Fitts と Posner による三段階モデルのうち認知的

段階に焦点を当てる．Celce-Murcia ら（2010）が整理した発音の構成要素に基づき，舌の位置や有声性と

いった特徴を構成要素ごとにモデル化し，問題演習を通じて学習する支援システムを提案する．本提案は，

教示と練習の間に認知的演習を明示的に設けることで，学習者が構成要素の違いを比較・整理し，発音に

関する知識を体系的に学ぶ支援を目的とする． 
キーワード：発音学習支援，認知的段階支援，発音記号(IPA)，Fitts&Posner の三段階モデル 

 
 
1. はじめに 
英語発音教育では，「教師が見本を示し，学習者が

模倣する」という暗黙的な反復練習を行うことが多

い．しかし，この方法では，発音記号が示す調音方

法や，それに基づく舌や唇の動作について，学習者

が十分に理解できていない可能性がある． 
特に L２（第二言語）学習者にとっては，英語の

発音には母語に存在しない音や異なる発声規則が多

く存在し，これらを知識として習得することは困難

であると考える．英語の発音学習において，正しい

舌の位置や調音方法を明示的に指導することが，単

なる模倣練習に比べ， より理解されやすい発音の習

得に寄与することが示されている(1)． 

筆者らは発音学習を舌や唇などの複数の器官を連

携させて操作する必要がある運動技能と捉え，段階

的な支援が必要であると考える．そこで本研究では，

発音学習を Fitts らが提案した運動技能習得モデル(2)

に基づき，発音学習支援の設計を検討する．具体的

に，（A)認知的段階，（B）体制化の段階，（C）自動化

の段階，という３つの段階に分かれており，（A）を

「発音の仕方について理解する」，（B）を「発音の仕

方を意識しながら練習する」，（C）を「何も意識せず

に発音することができる」と位置づけた． 
従来の授業や先行研究においては，認知的段階が

扱われていないことや学習者の理解状況に関わらず

体制化の段階へ遷移してしまうことで不十分な認知

的理解のまま発音動作が固定化されることが問題だ

と考える．そこで本稿においては，特に認知的段階

の演習化に着目し，教示→演習を重点的に取り扱う．

具体的には発音指導の本を参考に，認知的段階で学

ぶべき構造をモデル化したうえで，そのモデルに沿

った演習を学習支援システムとして提案する． 

 
2. 関連研究 
近年，L２学習における発音指導の有効性は，複数

の研究によって実証されている．例えば Saito & 
Lyster（2012）は，日本人英語学習者に対して英語の 
/ɹ/ 音の調音（音声を発するために，発音器官が必要

な位置を取り，または運動をすること）方法を明示

的に指導することで，発音力の向上に加え，長期的

な発音知識として定着することにも寄与する可能性

を示した(3)．また，Yamamoto（2017）は，発音記号

（IPA）を活用した指導によって学習者の理解可能性

が向上したことを報告している(4)．これらの結果は，

調音特徴を明示的に理解させた上で発音練習に臨む

アプローチが，L2 発音習得に有効であることを示唆

している． 
しかし，指導を（A）認知的段階，練習を（B）体

制化の段階と捉えたとき，先述したように学習者が

理解したどうかにかかわらず遷移していることに発

展性があると考える．本研究においてはこうした課

題に対処するために，Fits らの三段階モデルに基づ

き，特に認知的段階での理解を重視する支援手法を

提案する． 
 

3. 提案手法 
認知的段階における正確な理解はその後の技能の

上達に大きな影響を与えると考える．そこで本研究

では，学習者が構成要素を明確に認識し，構造的に

整理・比較できるように，発音指導の書籍(5)を参考

に発音を構成する要素をモデル化した（図１）．発

音は大きくセグメンタル要素（母音・子音などの音

素単位），スープラセグメンタル要素（単語や文を

またぐ大きな音声特性），連結音声現象（単語間の

A5-1

― 313 ―



音の連結・脱落・変化）の３つから構成される．本

稿では，発音習得において音素単位の正確な理解と

運動技能の習得が基盤となると考えるため，セグメ

ンタル要素に着目する．セグメンタル要素とは子音

と母音の２つから構成される．子音は調音点（空気

の流れが妨げられる場所），調音様式（空気の流れ

を妨げる，あるいは共鳴させる方法），有声性（声

帯が振動するのか）の３つから構成され，母音は舌

の高さ，舌の前後位置，唇の形，緊張性（舌の硬

さ）の４つから構成される（図１）．これらの構成

要素を認知的段階において学習すべき要素と位置づ

け，学習者に対して構造化された問題演習を行わせ

ることで，正確な理解の促進を試みる． 
 

 
図１ セグメンタル要素の構成図 

 
本研究では，Fitts & Posner（1967）の運動技能の三

段階モデルに基づき，発音学習を段階的に支援する

手法を提案する．本提案は認知的段階と体制化段階

を明確に分離する構造を持ち，学習者が調音知識を

理解・定着（現時点では１度で全ての解答項目につ

いて正解した場合としているが検討すべき項目であ

る）させた上で練習へ移行できるよう設計する．提

案する手法は，次の３段階から構成される（図 2）．
一つ目は教示（認知的段階）であり発音記号，舌の

位置，有声・無声の区別などを図表や説明を用いて

明示的に提示する．二つ目は問題演習（認知的段階）

であり教示された知識に基づき，学習者が調音特徴

を理解しているかどうかを確認する問題を解かせる

ことで，知識の定着を図る．三つ目は発音練習（体

制化の段階）であり，問題演習で理解した知識をも

とに，実際に発音練習を行う．このように従来の「教

示→練習」という二段階モデルに対して，本研究は

認知的支援を中間工程として独立させる三段階構造

が必要だと考える．本稿においてはその中でも問題

演習の提案を行う． 
 

 
図２ 本稿の位置づけ 

 
4. 提案システム 
提案システムでは，図１に示したセグメンタル要

素の構成要素を，学習者が再現する形式で学習でき

るようする．図３の画面右下に配置された要素一覧

からセグメンタル要素の構成要素から部品化したも

のをワークスペース上で再構築する．この活動を通

して発音に関わる構成要素を体系的に学ぶことがで

きる．また，単に記号と音を結びつけるだけでなく，

「どの要素がその音の特徴を決定づけるのか」「似た

発音記号との違いはどこにあるのか」といった発音

記号間における調音上の共通点と差分の比較を通じ

て認知的理解を促す． 
例えば，/ӕ/ を学習対象とした場合，学習者はまず

「母音」をワークスペースに配置する．続いて，母

音に関係する舌の高さ及び舌の前後位置については，

クリック操作で図３（ⅰ）に示す舌のイメージ図を

表示し，青い点（図３（ⅰ）中の拡大図）の位置を

調整することで，舌の形状と位置を視覚的に再現す

る．これにより，発音記号と口腔内動作の対応関係

が直感的な理解を促す．緊張性においては要素一覧

から緩和母音を選ぶ（図３（ⅱ））ことで他の選択肢

の比較・判断を通して学習者自身が調音特徴との違

いを整理することを促している． 
 

 

図３ システム画面の例 
 
5. おわりに 
本稿の演習を行うことで学習者が英語の発音習得

において練習前に認知を深める支援を行うシステム

を提案した．今後の展望としてはシステム開発や評

価実験を通じて提案システムの有効性の検証が挙げ

られる． 
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